
指定校推薦（していこうすいせん）とは、大学・短大・専門学校などが指定した学校の生徒のみが出願することができる推

薦入試制度である。 選考方法は面接のみの場合も多く、  不合格となる可能性は極めて低いと

されている。また、指定校推薦による入学者に対し、入学検定料の免除や入学金、授業料の減免その他の

特典を用意している学校も多い。。 
 

 

 

 

 

 

 

 

前年度までに久米島高校を指定校とした実績のある学校には、以下のようなものがある。今年度の内容は、7月以降、

進路室で確認できるようになる予定だ。 
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久米島高校に

「指定校推薦」枠

のある大学の例 
※過年度実績 

指定校推薦ってなんだ!? 

専門学校

の例 
※過年度実績 

使わない手はナイ 



    

「やりたいことがない」 

から始める就活 

このようにメリットしかないように見える「指定校推薦」制度。だが、久米高生なら誰でも利用できる、と言うわけではない。

指定校推薦で出願するには、学校が設ける出願基準をクリアする必要があるのだ。まず、ほとんどの学校で採用されている

のは評定平均条件。入学時から 3学年 1学期までの評定の総合平均を出し、それが「5段階評価換算で 3.5以上」

といった一定基準以上であることを条件とすることが多い。過去の道しるべで繰り返し触れてきている通り、評定平均は

クセモノだ。1、2 年生のときにサボってしまうと、3 年になってからどれほど努力しても取り返すことが出来ない。具体的に

見てみよう。仮に、あなたの 1，2年生のときの評定が２と３ばかりで、評定平均が 2.5だったとする。3年生になって焦り、1

学期の評定はオール 4（つまり評定平均 4.0）に大幅アップした。しかし、1，2 年次の成績を含めた平均はというと、

（2.5+4.0）÷2=3.25...志望校の基準が評定平均 3.5 以上であった場合には、指定校推薦枠を利用することは出来な

い。また、「欠席日数 15日以内」、などの基準を設ける学校も多い。いずれも入学時からの積み重ねがものを言うことがわ

かる。自分のチャンスを奪う自分でことのないようにしよう。出願できる人数も各高校から 1～3 名程度に限定されているこ

とが多いため、志望者多数の場合は、校内選抜を勝ち抜くことも必要だ。この制度を利用するための手続き等については、

6/14（水）に実施される「大学・専門学校 進学希望者説明会」でも触れる予定だ（下記）。 

◆大学・専門学校 進学希望者説明会 6/14（水）18:30～ 
 

【対象者】大学及び専門学校進学希望者のうち、 

総合型選抜（ＡＯ） または 学校推薦型選抜（推薦入試） 

による受験を希望する生徒及び保護者（参加必須） 
 

【会場】本校 視聴覚教室またはPC教室 【持ちもの】筆記用具、進路の手引き 
 

 

 
 

（画像クリックで企業情報へ） 

 

 

旅費支給の 

職場見学 
このほかにも 

たくさん 

あります！ 

 

興味のある 3年生は 

今すぐ  

 

進路室 就職担当まで 

https://www.harikennabi.jp/recruit/422
https://www.harikennabi.jp/recruit/236

